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６広報せきかわ　2008・６月号

村のわだい TOP I CS

人 事

農
業委

員
会

石
山
政
十
司
さ
ん
（
桂
・
農
協

推
薦
）
の
退
任
に
伴
い
、
新
た
に

小
沢
清
一
さ
ん
（
小
見
・
農
協
推

薦
）
が
委
員
に
就
任
し
ま
し
た
。

委
員
会
の
構
成
は
次
の
と
お
り
。

＊
敬
称
略

▽
会
長

須
貝
　
二
郎
（
桂
）

▽
会
長
職
務
代
理

小
池
與
志
雄
（
下
関
）

▽
委
員

佐
藤
俊
一
郎
（
安
角
）

小
沢
　
清
一
（
小
見
）

内
山
　
壽
介
（
大
島
）

中
束
　
征
美
（
中
束
）

山
口
　
廣
武
（
蛇
喰
）

高
橋
　
　
正
（
上
土
沢
）

城
崎
　
義
秋
（
深
沢
）

�
出店者も年々増えてい
て、品揃えも豊富なフ
リーマーケット広場。

�
平
田
大
六
村
長
ガ
イ
ド
の

「
街
並
み
見
学
ツ
ア
ー
」

村
内
各
地
で
田
植
え

川
北
小
学
校
で
は
昔
な
が
ら
の
手
植
え

村
内
各
地
の
田
植
え
が
五
月
十

日
頃
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
農
家

の
皆
さ
ん
は
、
手
際
よ
く
田
植
え

を
行
い
ま
し
た
。農

家
の
方
は
「
今

年
は
苗
の
育
ち
が
良

い
で
す
。
豊
作
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
作
付
け
面

積
は
約
九
百
七
十
五

�
で
、
そ
の
内
八
一

％
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

見
込
み
で
す
。

◇
　
　
　
◇

五
月
十
五
日
、
川

北
小
学
校
の
学
校
田

で
昔
な
が
ら
の
手
植

え
に
よ
る
田
植
え
を
、

全
校
生
徒
四
十
三
人

で
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
た
子
供
た
ち
は
「
気
持
ち
い
い
」

と
、
歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
、
素
足

で
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
慣
れ
な
い
手

つ
き
な
が
ら
も
て
い
ね
い
に
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
苗
を
手
植
え
し
ま
し
た
。

緑
一
色
の
田
ん
ぼ
が
黄
金
色
に

変
わ
る
秋
の
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

▼

▲

春
の
陽
気
に
包
ま
れ
盛
大
に
開
催

堀
と
柳
の
春
ま
つ
り

五
月
十
一
日
、
役
場
前
の
「
柳

と
せ
せ
ら
ぎ
通
り
」
を
中
心
に

「
堀
と
柳
の
春
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
「
下
関
堀
と
柳
通

り
の
会
」
と
村
観
光
協
会
の
共
催

で
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う

と
平
成
十
四
年
か
ら
始
ま
っ
た
も

の
。ま

つ
り
で
は
、
ふ
る
ま
い
酒
や

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
価
格
で
人
気
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
広
場
、
越
後

関
川
龍
泉
太
鼓
、
関
川
中
吹
奏
楽

部
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
大
勢

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
企
画
と
し
て
、
平

田
大
六
村
長
が
ガ
イ
ド
を
務
め
る

「
街
並
み
見
学
ツ
ア
ー
」
が
行
わ

れ
、
普
段
は
非
公
開
の
佐
藤
邸
や

津
野
邸
、
旧
斉
藤
医
院
、
大
蔵
神

社
、
桂
岩
寺
、
駅
前
麹
屋
な
ど
を

案
内
。
参
加
し
た
方
は
、
平
田
村

長
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
往
時
の

趣
を
し
の
ん
で
い
ま
し
た
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
新

潟
市
の
男
性
は
「
村
長
の
楽
し
い

ガ
イ
ド
付
き
で
普
段
非
公
開
の
建

物
が
見
ら
れ
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
、
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲川北小学校学校田での田植え
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広報せきかわ　2008・６月号７

村のわだい TOP I CS

鉄
道
フ
ァ
ン

か
ら
人
気
の

「
国
鉄

こ

く

て

つ

色
し
ょ
く

気
動
車
」

最
近
、
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
沿
線
に
県

内
外
か
ら
大
勢
の
鉄
道
フ
ァ
ン
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
、
米
坂
線
に
「
国

鉄
色
気
動
車
」
と
い
う
全
国
で
も

珍
し
い
車
両
が
運
行
さ
れ
て
い
る

▲５月１９日、越後大島駅にて撮影
（前方車両）キハ２８－２３７１　昭和３９年１２月１４日新製
（後方車両）キハ５８－１０２２　昭和４２年３月１０日新製

※どちらも国鉄急行色

か
ら
で
す
。

国
鉄
色
車
両
の
中
で
も
特
に
人

気
の
あ
る
国
鉄
急
行
色
車
両
は
、

昭
和
三
十
九
年
・
四
十
二
年
に
製

造
さ
れ
た
急
行
用
気
動
車
で
、
か

つ
て
は
米
坂
線
の
急
行
「
あ
さ
ひ
」

「
べ
に
ば
な
」
で
活
躍
し
て
い
ま

し
た
。
全
国
で
千
八
百
両
以
上
が

製
造
さ
れ
た
も
の
の
、
新
型
気
動

車
へ
の
置
き
換
え
が
進
み
、
新
津

運
輸
区
で
国
鉄
急
行
色
と
し
て
運

用
し
て
い
る
車
両
は
二
両
し
か
な

く
、
非
常
に
希
少
価
値
が
高
い
車

両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鉄
道
フ
ァ
ン
は
、
時
代
の
流
れ

に
反
し
て
、
ゆ
っ
く
り
の
ん
び
り

と
ロ
ー
カ
ル
線
の
魅
力
を
全
国
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
き
た
米
坂
線
の
車

両
や
風
景
を
、
写
真
撮
影
し
て
い

る
の
で
す
。

ま
た
、
今
年
の
秋
以
降
、
米
坂

線
に
新
型
気
動
車
が
導
入
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
国
鉄
色
車
両
を
見

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
そ
う
で

す
。
新
型
気
動
車
は
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
対
応
し
、
排
出
ガ
ス
を
抑
制

し
た
人
や
環
境
に
優
し
い
車
両
と

な
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
全
国
で
珍
し
い
車
両

が
米
坂
線
を
卒
業
す
る
前
に
、
米

坂
線
に
乗
車
し
て
、
ゆ
っ
く
り
旅

を
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ごごごごみみみみは分別表に従い
きちんと分別しましょう！

本
・
雑
誌
が
紙
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
紙
以
外
の

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
混
ざ
り
、
紙
ヒ
モ

�
で
十
字
に
し
ば
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

新聞・チラシ・雑誌は、それぞれ別
にして紙ヒモで十字にしっかりしば
りましょう。 ・

村内各地で資源ごみ（紙ごみ）がごみステーショ
ンに残され、そのごみを集落の方が分別して片付け
ていることが見受けられます。
これは、ごみの分別がしっかりされていないため、

収集できないのが原因です。
自分が出したごみには責任を持ち、集落の方に迷

惑をかけないように心掛けましょう。また、ごみ収
集後に自分の捨てたごみが残っていないか確認する
ようお願いします。

ごみステーションは集落や地区の共有物です。他
の地区へごみを出したり、ごみステーション以外に
置いたりしないようお願いします。
◇問い合わせ先
住民税務課住民環境班　�６４－１４７１

ＪＲ米坂線が

ひそかなブーム

住民税務課から
お　知　ら　せ

▲

悪い例




